
   

島根大学・ワークライフバランス 
支援室の取組  

～働きやすく学びやすい医学部をめざして～ 

平成２３年度女性医師シンポジウム 

2012.1.21 

島根大学医学部放射線腫瘍学講座 

（同・ワークライフバランス支援室） 

内田伸恵 



（厚生労働省 HP より） 
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（長谷川敏彦氏「医師の需要と供給の課題」より） 



卒後研修と結婚・出産年齢 
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第一子出産 
子供の反抗期？ 親の介護 

、 、 、 、 、 

卒後研修と結婚・出産年齢： 

日本人女性の平均的な結婚・出産年齢と、卒後研修、 

専門医取得、学位取得に取り組む年齢はみごとに重なる 

年齢 

専門医・指導医 

檜山桂子：総合内科専門医とサブスペシャリティ－女性医師の役割 

日本内科学会雑誌 第97巻第11号 P194~199 2008年 より内田改変 

平均結婚年齢 

28.6歳 



昭和５０年島根医科大学設立 
平成１６年島根大学と合併 
出雲キャンパスに医学科・ 
看護学科・附属病院など 

 



島根大学医学科卒業生の男女別人数推移 
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卒後臨床研修医の男女別人数推移 
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島根大学医学部附属病院 
職階別 医療職男女別実数 
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・本院に残った女性研修医をサポート 

 ⇒大切な地域医療の担い手として育てる 

・研修医・看護師獲得作戦として「女性が働きやすい病院」 

 ⇒「男女とも働きやすい病院」をアピール 
 

島根大学医学部・附属病院の課題 

女子学生が多い医学部 
卒後研修制度以降、大学病院に残る研修医の激減！ 



  

       

                                      

 

 

       

島大医学部「仕事と家庭の両立支援」の歩み 

2003年 女性職員有志で保育所設置嘆願 

2004年 保育所設置のためのWG 

2006年 女性にやさしい病院WG 

              「うさぎ保育所」開所 

              「働きやすい病院評価」認証取得 

2007年 文科省医療人GPに選定 

        「女性スタッフ支援室」開室 

2008年 病児・病後児保育「ニコニコうさぎ」開室 

         相談窓口開設 

 



「女性が働きやすい病院は 
 皆が働きやすい病院」 



医
学
部 

  

医
学
科 

  

看
護
学
科 

 

キャリア教育 相談窓口 
在宅教育 

就労支援 

病院長 

島
根
大
学
男
女
共
同
参
画
推
進
室 

セ
ク
ハ
ラ
防
止
委
員
会 

 

保
健
管
理
セ
ン
タ
ー 

附
属
病
院
看
護
部 

 

情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

セ
ン
タ
ー 

 

地
域
医
療
連
携
セ
ン
タ
ー 

 

島
根
難
病
研
究
所 

医学部長 

島根メディカル 

ウィメンズネット 

室長・専任事務員 

島
根
県
健
康
福
祉
部
医
療
対
策
課 

島根大学附属病院女性スタッフ支援室 

支援事業 

 

外部評価委員 

 

スキルアップ 

復帰支援 
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女性スタッフ支援委員会 

新しいキャリア継続モデル事業  

－しなやかな女性医療職をめざして－  

 



キャリア教育 

啓発活動 

相談窓口 

育児支援 

スキルアップ 

復帰支援 

在宅就労支援 



  

       

                                      

 

 

       

島大医学部「仕事と家庭の両立支援」の歩み 

2003年  女性職員有志で保育所設置嘆願 

2004年  保育所設置のためのWG 

2006年  女性にやさしい病院WG 

              「うさぎ保育所」開所 

              「働きやすい病院評価」認証取得 

2007年  文科省医療人GPに選定 

        「女性スタッフ支援室」開室 

2008年  病児・病後児保育「ニコニコうさぎ」開室 

         相談窓口開設 

2010年   「ワークライフバランス支援室」 に改称 

   学童一時託児開始 

2011年  ランチョントーク開始、、マタニティ白衣 

 



室長（臨床医学系講座教授兼任） 

事務補佐員 
事務・HP管理担当 １人 

技術補佐員（看護師・保育士） 

病児・病後児保育担当 ３人 

病棟保育担当 １人 

相談窓口カウンセラー 
（男女共同参画推進室講師・ 

臨床心理士）２人 

技術補佐員（短時間勤務看護師） 

中央検査室採血担当 ６人 

ワークライフバランス支援室 
支援員（学内各部署の教職員）20人 

支援室登録学外スタッフ 
病児・病後児保育スタッフ ７人 

学童一時保育スタッフ ６人 

ワークライフバランス支援室 事業推進体制 

副室長（基礎医学系講座准教授兼任） 



ワークライフバランス支援室は 

医学部学生や附属病院の医師・看護師が 

「学びやすく働きやすい環境」作りを 

サポートする組織です。 
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教育 

時短勤務の提供 
・ 復帰支援 

時短勤務の提供 
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医学部全構成員へ 地域社会へ 

ワークライフバランス支援室  ５つの事業 



 



ヘリポート 

陸上競技場 

看護師宿舎 

正門 

東門 

西門 

看護学科棟 

外来中央診療棟 

病棟 
基礎・臨床研究棟 

実習・講義棟 

産学連携センター 

出雲キャンパスマップ うさぎ保育所 

病児・病後児保育室 

ワークライフバランス 

支援室 
 

臨床講義棟 



うさぎ保育所 

医学部会館 

ニコニコうさぎ 
病児・病後児保育室 

ワークライフバランス 
      支援室入口 



保育支援 保育支援 相談窓口 相談窓口 

情報発信 情報発信 

キャリア 
教育 
キャリア 
教育 

時短勤務の提供 
・ 復帰支援 

時短勤務の提供 
・ 復帰支援 

医学部全構成員へ 地域社会へ 

ワークライフバランス支援室  ５つの事業 



WLB 支援室 面談室 



相談窓口 相談窓口 
全教職員・学生のための相談窓口 

◆ カウンセラー2人が週3回来室 

◆ 利用総数 297件  

相談者の内訳 
（H20年10月-H22年10月末） 

 

教職員 
161人 

学部生 
83人 

大学院生 
  18人 

研修医 1人 
その他 3人 



最近の相談傾向・・・ 

 個人的な悩み相談だけでなく、 
就労環境改善につながる提案・要望も！ 
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相談内容の内訳 
（H20年10月-H22年10月末） 

相談窓口 相談窓口 
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Q. 先進路の選択（卒後の研修先の選定や診療科など）を
する時、自分自身の性別を考慮すると思いますか？ 

（H23年医学教育学会で発表） 



  Q：あなたと将来のパートナーとの家事・育児分担に対する考え方について、 
    現在のあなたの考えに最も近いものを１つ選んでください。 
 
 
選択肢： 
1, 結婚後もパートナーと協力して仕事と家事・育児を両立させどちらも離職しない。 
2, 結婚後もパートナーには仕事と家庭を両立させてほしいが、自分の家事・育児 
   分担はあてにしないでほしい。 
 
3, 結婚と同時に自分が仕事を辞めて家事に専念する。 
4, 結婚と同時にパートナーに仕事を辞めて家事に専念してほしい。 
5, 子供ができたら自分が仕事を辞めて家事・育児に専念する。      
6, 子供ができたらパートナーに仕事を辞めて家事・育児に専念してほしい。 
 
7, 子供ができたら自分が仕事を辞めて家事・育児に専念するが、育児の負担が   
   軽減したら復職する。 
8,子供ができたらパートナーに仕事を辞めて家事・育児に専念してほしいが、 
   育児の負担が軽減したら復職してもらいたい。 
 
9,結婚しても仕事に専念したいので子供を持つつもりはない。 
 
10,今はまだわからない。 

子どもは持たない 

両立・協力 

離職 

一次離職 

わからない 
（津森・内田：H23年医学教育学会で発表） 
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「パートナーとの家事・育児分担に対する考え方」 
医学科女子学生の回答(H20年度) 

（津森・内田：H23年医学教育学会で発表） 
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「パートナーとの家事・育児分担に対する考え方」 
医学科男子学生の回答(H20年度) 

パートナーが パートナーが 

（津森・内田：H23年医学教育学会で発表） 



総合講義「島根学」~島根の医学・医療と文化のあゆみ~  

「夢をあきらめないために」 

平敷淳子先生 
 
 埼玉医科大学名誉教授 
 国際女医会前会長 
 



「医師のキャリアパスとワークライフバランス」 
～ワークライフバランス支援室の取組～ 

 2011年8月24日 

卒後研修センター早朝セミナー 

ワークライフバランス支援室 内田伸恵 

（放射線腫瘍学） 



Case 

• 26歳 女性医師 

• 島根大学卒後研修センター所属 

• Chief Complaint  

–後期研修先（入局）を決めきれないけど、どうしよう。 

–女性を理由に、自らの可能性を狭めたくない。 

–そろそろ、学生時代から付き合っている同級生の彼と
の結婚も考えたい。。。。看護師さんと飲みに行ったり
してるらしいけど、そもそも、私と結婚する気あるの?    

Radiat Oncol, Shimane Univ Facult Med 



Treatment plan 

• 診療科選び：男女差よりも、何をやりたいか、個
人の適性（相性）が大きい。 

• 島大病院は出産育児と仕事の両立を支援。 

• 専門医、学位どちらもチャレンジしよう。 

• 尊敬・相談できる先輩（メンター）を見つけよう。 

 

• Work も Life も欲張りに楽しもう！ 

ご連絡お待ちしています! （uchidan@ まで） 



   

島根大学医学部附属病院 

ワークライフバランス支援室 

2011年 10月15日 



 

Radiat Oncol, Shimane Univ Facult Med 



 ランチョントーク 
 
  毎月１回 昼休みに実施 
 
 学内の先輩医師・看護師をゲスト  

研修医・学生（医学科・看護学科）対象企画 



第１回 内田（放射線治療科） 

 「仕事もライフも、欲張りに楽しもう」 

第２回 小川先生（一内） 
「出産が先か、キャリアが先か 

 あなたならどうする？！」 

写真貼付 Talk 



-人生は短い！  

  仕事か家庭か 

   どっちが大事？- 

６月のゲスト 産婦人科・中山健太郎先生 
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ワークライフバランス支援室  ５つの事業 





・非感染性の病気・病気回復中の子ども（生後８週以上〜小学３年生） 

・定員：６名まで 

・保育時間：8：００～１８：００ 



 

キャンパス内保育所「うさぎ保育所」 

• 定員50人⇛ 来春６５人に拡充予定 

• 生後８週以上の乳児～６歳児 

• 保育時間：7:30 ～ 18:00, 延長保育：20:00まで 

• 休日保育：祭日と土・日も（第三週以外） 

• 「お泊まり保育」（夜勤の看護師・医師のため） 

• 夕食サービス後に帰宅の子⇑ 



院内保育

所通園児 
31% 院内保育

所以外通

園児 
69% 

のべ登録者数：102名 

病児・病後児保育室 利用状況 

臨床系教員 
21% 

基礎系教員 
8% 

医員 
19% 

看護職員 
27% 

事務系職員 
8% 

医療技術職員 

11% 

大学院生 
2% その他 

4% 

のべ利用者数：５６２名 

（2008年4月1日～2011年11月30日現在） 

保育の様子 



学童一時保育（H22.10~） 

• 小学校低学年における、学童保育（学校終業
後～18：00）後の保育ニーズ 

• 保育理由は会議、業務、講義等幅広く 

• 登録保育シッター確保のため、子育てサポー
ター養成講座実施 

 

–保育対象：小学1年生～4年生の児童 

–保育時間：16時～20時 

 



マタニティ白衣の開発 

ありそうで無かった、医師用 
マタニティ白衣！ 

産学連携で共同開発 
特許出願済（2011-119862） 
2011.8.16 プレス発表 
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• 育児短時間勤務制（常勤の身分のまま） 

  ８名（麻酔科、小児科、眼科、血液内科、精神科など） 

   １日制／週：１名（眼科） ⇒2名はフルタイムに 

• 男性の育児休業 
 コメディカル：１（H19）、 医師：2 （H21） 、事務：2 （H21, H22） 

• 短時間採血業務 

  7名うち1名は看護部、1名は治験センタに異動 

• 病棟保育 （小児科病棟での保育）  

    →患児の療養の質の向上や保護者負担の軽減に寄与 

 

 

短時間勤務の提供・復帰支援 短時間勤務の提供・復帰支援 
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検査部採血室待ち時間の短縮 
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在宅女性医師 

 （放射線科医；育休中） 
病理診断システム 

画像管理用サーバ 

医療機関 

インターネット 

教育・支援用端末 

島根大学病院 

育児休業中医師の在宅就業・復帰支援 

女性GP時 



医師の産前産後、育児休業等 
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２名は医師！ 



育メン・イケダン の勧め 
医局員その１・男性 

• 放射線治療専門医 

• 高精度放射線治療の理論に強い 

• 医師である妻の職場復帰を支援、4

人の子の育児にも積極的に参加。出
勤前に子供を保育園に連れていくの
が日課 

医局員その２・男性 

• 放射線治療専門医 

• 島根県の粒子線治療第一人者 

• 妻の4人目の出産に伴い島根大
学医学部男性教員初の育児休
業取得！ 



年度 産前産後休取得
/出産数 (%) 

育休取得者/ 
出産数 (%) 

育休期間
（月） 

時短勤務者数 
（人） 

H18 10/10  (100) 10/10 (100) 8.7 0 

H19 12/12  (100) 12/12  (100) 6.6 0 

H20 11/11  (100) 10/11  (90) 9.1 3 

H21 11/11  (100) 11/11  (100) 9.6 4 

H22 14/14  (100) 14/14  (100) 12.25 8 

H23 21/21  (100) 20/21  (95.2) 8.6 8 

H21 

日本
医師
会 

74.9 
(取得しない理由：
退職 46.3%) 

39.2 変化なし：38.5(%) 

時短、日数減
39.2(%) 

(日本医師会：女性医師の勤務環境に関する調査報告書平成２１年) 
 

育児休暇取得からの復帰数 
(島根大学と日本医師会) 



育児休暇取得からの復帰数 
(島根大学と日本医師会) 
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• 性別に関係なく働きやすく学びやすい医学部・附
属病院を実現し、進学・入職選択のアピールポイ
ントに。 

• 学生・研修医へのキャリア教育で、早期から生涯
働く医療のプロフェッショナルとしての自覚を醸成 

• 行政、関連病院、医師会との連携の推進 

 ⇛医師の就業継続支援 

 ⇛地域医師確保定着の一助に 

今後の課題 



地域枠・奨学金の貸与を
受けた医師等の希望 

◎キャリア面（目標設定） 
◎義務（奨学金貸与）、地域枠 
◎生活面、結婚、出産 等 

各診療科ネットワーク 
◎関係病院長 
◎各診療科長 等 

意見 

○支援ｾﾝﾀｰの機能 
 

 【医師不足状況等の把握】    【情報発信と相談への対応】 
 【医師不足病院への支援】    【ワークライフバランスの推進】 
 【医師のキャリア形成支援】       【地域医療関係者との連携】 

意見 

＜支援＞ 

・プログラム参加者の受入 
・関係機関との調整  

・進行管理  
・相談支援  
・各種支援 

しまね地域医療支援ｾﾝﾀｰ （Ｈ２３年８月新設） 

 

キャリア育成プログラムの作成 
 
・第１期 ： 専門医取得まで 
・第2期 ： 奨学金の義務年限まで 

しまね地域医療支援センター 
 

（島根大学医学部 地域医療支援学講座）
（島根県 健康福祉部 医療政策課） 

 

＜連携＞ 

市町村 
島根県 

（島根県健康福祉部 藤井氏のご厚意） 
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大規模病院 ﾜｰｸﾗｲﾌ 
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（コーディネータ） 

相談員 
（コーディネータ） 

しまね地域医療 
支援センター 

構想 

県内医療機関が連携して 
女性医師支援体制を構築し 
勤務継続をバックアップ 

（島根県健康福祉部 藤井氏） 
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島根県における女性医師支援 
ネットワーク構築 

  

医療機関 

ワークライフ 
バランス 
支援部門 

キャリア形成支
援部門 

指導医 

相談員 
（コーディネータ） 

（島根県健康福祉部 藤井氏） 



Shimane University Hospital 

平成２３年度４大学プログラム 

女性医師支援コース情報交換会 

「大学病院連携型高度医療人養成推進事業」人材養成拠点 

広島大学 

島根大学 

 
富山大学 新潟大学 

 

東北大学 

北海道大学 

長崎大学 

山梨大学 

筑波大学 

琉球大学 

慶應義塾大学 

東京医科歯科大学 

群馬大学 

熊本大学 

大阪医科大学 

大阪大学 

滋賀医科大学 名古屋大学 

京都大学 
九州大学 

徳島大学 

２１拠点 

 国立：１７大学 

   国立： ２大学 (H21選定分) 

 私立：２大学 

（島根大学 廣瀬昌博氏のご厚意） 



Shimane University Hospital 

平成２３年度４大学プログラム 

女性医師支援コース情報交換会 

山陰と阪神を結ぶ医療人養成プログラム 

−地域医療と高度先進医療の融合による 

         新たな教育システムの構築− 

島根大学、神戸大学、鳥取大学、兵庫医大 

医師不足解消のための 
大学病院を活用した専門医療人材養成プログラム 

（島根大学 廣瀬昌博氏のご厚意） 



Shimane University Hospital 

平成２３年度４大学プログラム 

女性医師支援コース情報交換会 

島根大学 

兵庫医大 

鳥取大学 
整外１名 

神戸大学 

H20年度 

病理学１ 
皮膚科２ 

皮膚科２ 

皮膚科３ 

神経内１ 

神経内１ 

消化器内１ 
整外２ 

第３内科２名 

小児科１名 病理１名 

H21年度 

小児科１ 
循環器内科２ 11名 

４名 

合計 

病理学１ 

５名 

２名 

（島根大学 廣瀬昌博氏のご厚意） 



Shimane University Hospital 

平成２３年度４大学プログラム 

女性医師支援コース情報交換会 

島根大学 

兵庫医大 

鳥取大学 神戸大学 

病理２ 

皮膚科１ 

神経内科１ 
整形外科２ 

H22年度 

内分泌内科１ 
循環器⇒感染症内科４ 
病理２・神経内科１ １２名 

３名 

病理１ 

病理１ 

皮膚科１ 

１名 

０名 

（島根大学 廣瀬昌博氏のご厚意） 



男女別・４大学間交流人数 
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島根大学・女性医師フレキシブルコース 
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島根大学病院に 
医科医員として採用 

島根大学医学部 
職員宿舎(3LDK) 
入居可 

大学病院
で研修 

島根大学病院で臨床研究・ 
基盤学会専門医取得の準備 

神話とロマン、出雲大社 

基盤学会専門医取得 

（1~1.5年） 

兵庫医大・神戸大学・鳥
取大学で研修 

島根大学病院で 

後期研修の第一歩 

関連病院で
研修 

島根大学病院に 
医科医員として採用 

島根大学病院ワークライフバランス支援室が、ライフイベントやキャリアプランに応じて、スキル
アップや仕事継続のための助言や支援を随時おこなう。育児休業からの復帰も心配無用。 

院内保育所・病児保育・学童一時
託児完備。 

ライフイベントに応じて、短時間勤
務などフレキシブルな勤務可能。 

兵庫医大・神戸大学・鳥
取大学関連病院で研修 



「大学病院人材養成機能強化事業に伴う  
女性医師のキャリアアップ支援に係る交流会」 

 
• 2011.12.3（神戸市） 島根大・鳥取大・神戸大・兵庫医大 

 



• 診療科の枠を超えた就業継続支援 

–各診療科とWLB室が連携し、キャリアプラン形成の支援
や助言 

– メンターやキャリアモデルを見つける機会を提供 

–育児、休業復帰等の支援 

• 他大学との研修交流によるモチベーションアップ、
高度な臨床力獲得を支援 

• 女性医師キャリアアップ支援体制強化のための情
報交換（支援者、当事者） 

• 「しなやかに、生涯活躍する」女性医師を育成 

 

 

島根大学・女性医師フレキシブルコース 
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Our mission 


